
　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は

12
月
15
日
招
集
さ
れ
、
町
長
の

行
政
報
告
の
後
、
意
見
案
１
件
、

専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
条
例

の
制
定
２
件
、
条
例
の
改
正
６

件
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正

予
算
６
件
を
審
議
し
、
一
般
質

問
を
行
い
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

り
、
生
産
高
は
前
年
対
比
91
％

の
９
千
100
万
円
と
な
り
、
イ
カ

ナ
ゴ
漁
に
つ
い
て
は
、
生
産
量

26
ト
ン
と
前
年
対
比
17
％
で
、

生
産
高
は
、
３
千
200
万
円
と
前

年
対
比
21
％
と
な
り
、
大
き
く

不
漁
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ナ
マ
コ
に
つ
い
て
は
、
71
ト

ン
の
生
産
量
、
価
格
は
キ
ロ
当
た

り
６
千
358
円
で
、
生
産
高
は
、
前

年
対
比
120
％
の
４
億
５
千
200
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
タ
テ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

異
常
気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
る

成
育
不
良
に
よ
り
、
生
産
高
は

前
年
対
比
67
％
の
651
万
円
に
留

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

秋
さ
け
に
つ
い
て
は
、
道
内

に
お
い
て
水
揚
が
好
調
と
な
る

中
、
本
町
に
お
い
て
は
前
年
対
比

212
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
産
量
で
あ

り
、
生
産
高
は
、
前
年
対
比
204

片岡春雄　町長

　

初
め
に
、
令
和
４
年
の
漁
協

の
水
揚
げ
状
況
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
本
町
の
水
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年
の
異

常
気
象
の
影
響
に
よ
る
海
況
の

悪
化
及
び
磯
焼
け
に
よ
る
水
産

資
源
の
減
少
な
ど
、
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
末
の
漁
協
の
市
場
取
扱

高
は
、
15
億
２
千
400
万
円
で
あ

り
、
前
年
同
期
と
比
較
し
て

３
億
200
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

主
要
魚
種
で
あ
る
ホ
ッ
ケ

漁
に
つ
い
て
は
、
生
産
量
で

２
千
806
ト
ン
と
前
年
対
比
の

84
％
、
キ
ロ
単
価
が
32.7
円
で
あ

１月１０日に寿都保育園で「１１０番の日」啓発活動が行われました。



で
職
員
の
期
末
勤
勉
手
当
の
支

給
率
が
年
間
4.3
月
か
ら
4.4
月

と
、
0.1
月
引
き
上
げ
る
と
の
勧

告
が
な
さ
れ
、
議
員
及
び
特
別

職
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
、

従
来
か
ら
人
事
院
勧
告
に
準
拠

し
て
職
員
と
同
様
の
算
定
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
例

に
よ
る
改
正
で
す
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

◆
寿
都
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

こ
れ
ら
２
件
の
条
例
改
正
は
、

令
和
４
年
の
人
事
院
勧
告
に
準

拠
し
て
、
職
員
及
び
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
料
表
及
び
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
等
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。
な
お
期
末
勤

勉
手
当
の
支
給
率
に
つ
い
て
は
、

年
間
で
4.3
月
か
ら
4.4
月
と
、
0.1

月
引
き
上
げ
る
改
正
で
す
。

◆
寿
都
町
公
営
企
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

建
設
中
の
風
力
発
電
所
２
基

が
完
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、
営

業
規
模
に
追
加
し
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

全
般
的
に
風
況
が
弱
い
こ
と
が

影
響
し
た
事
に
よ
り
、
前
年
度

同
時
期
の
発
電
量
で
約
16
％
減

少
し
、
売
電
金
額
の
比
較
で
は

約
７
千
800
万
円
の
減
収
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
良
好
な
風
況
が

見
込
ま
れ
る
時
期
と
な
る
こ
と

か
ら
、
既
設
風
力
発
電
の
適
正

な
保
守
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
浜
中
地
区
の
新
設
風
力
発

電
２
基
も
、
最
終
調
整
を
残
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
中
に

は
運
転
を
開
始
す
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
一
層
、
設
備
の
適
正

管
理
に
努
め
、
風
力
発
電
事
業

を
健
全
に
経
営
し
て
い
け
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
南
部
後
志
環
境
衛
生

組
合
か
ら
、
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
改
定
と
な
る
、
し
尿
収

集
手
数
料
に
つ
い
て
通
知
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

し
尿
収
集
手
数
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
17
年
度
以
降
、

消
費
税
分
の
み
の
改
正
に
留

ま
っ
て
お
り
、
物
価
高
騰
分
等

に
つ
い
て
は
組
合
構
成
４
町
村

が
負
担
す
る
遠
隔
地
補
助
金
を

見
直
し
な
が
ら
収
集
業
者
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
人

口
減
少
と
下
水
道
や
浄
化
槽
の

普
及
、
更
に
は
燃
料
油
や
人
件

費
等
の
高
騰
か
ら
、
昨
年
12
月
、

組
合
の
収
集
業
者
よ
り
、
経
営
支

増
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
し
尿
収
集
手
数
料
の

改
定
に
合
わ
せ
て
、
新
た
に
、

建
設
工
事
の
工
事
現
場
等
に
設

置
さ
れ
る
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
突
発
的
な
臨
時
収
集
と

な
り
別
に
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
仮
設
ト
イ
レ

１
基
に
つ
き
１
千
500
円
を
し
尿

収
集
手
数
料
に
加
算
し
て
徴
収

で
き
る
よ
う
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
尿
収
集
を
利
用
し
て
い
る

御
家
庭
及
び
事
業
所
に
お
い
て

は
、
負
担
が
増
額
と
な
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
尿
収
集
業

務
の
確
保
、
継
続
に
向
け
て
御
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
行
政
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議

定
書
の
速
や
か
な
批
准
を
求
め

る
意
見
書
…
…
…
…
…
…
否
決

　
　
　
　

（
賛
成
１
：
反
対
７
）

　
◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
４
年
度

寿
都
町
一
般
会
計
補
正
予
算「
第

６
号
」）…
…
…
…
…
…
…
承
認

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

予
算
総
額
に
300
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
67
億
７
千
74
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
商
工
費
（
ゆ
べ
つ
の
ゆ
発
電

機
接
続
設
備
設
置
工
事
請
負
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　

300
万
円
増

◆
寿
都
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

突
発
的
な
犯
罪
等
の
被
害
に

対
応
す
る
た
め
、
具
体
的
な
支

援
策
を
明
確
に
し
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

◆
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

令
和
３
年
６
月
11
日
に
公
布

さ
れ
た
「
地
方
公
務
員
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行

に
伴
い
、
関
係
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
寿
都
町
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

令
和
３
年
６
月
11
日
に
公
布

さ
れ
た
「
地
方
公
務
員
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行

に
伴
い
、
職
員
の
定
年
年
齢
を

引
き
上
げ
る
な
ど
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
議
会
の
議
員
の
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
７
：
反
対
１
）

◆
特
別
職
の
給
与
額
及
び
旅
費

額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関

す
る
条
例
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
７
：
反
対
１
）

　

こ
れ
ら
２
件
の
条
例
改
正

は
、
令
和
４
年
の
人
事
院
勧
告

パ
ー
セ
ン
ト
の
６
億
３
千
100
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
般
的
な
漁
業
生
産
の
推
移

に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
高
は

前
年
対
比
125
パ
ー
セ
ン
ト
、
生

産
量
で
前
年
対
比
93
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
り
、
市
場
の
状
況
に
よ

り
価
格
は
変
動
し
て
お
り
、
楽

観
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
の
主
要
作
物
の

作
柄
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
は
、
春
か
ら
天
候
に
恵

ま
れ
、
馬
鈴
薯
を
中
心
に
順
調

に
生
育
し
て
お
り
、
収
穫
量
は

平
年
並
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、

８
月
の
大
雨
に
よ
り
品
質
が
２

割
程
度
劣
化
し
、
影
響
が
及
ん

で
お
り
ま
す
。

　

長
芋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
品

質
は
昨
年
度
よ
り
向
上
し
、
収

穫
量
は
平
年
並
み
で
、水
稲
は
、

大
雨
の
影
響
に
よ
り
収
穫
量
が

減
少
し
て
お
り
、
全
般
的
な
作

柄
状
況
は
、
昨
年
を
下
回
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
風
力
発
電
事
業
の
運

転
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
御
承

知
の
と
お
り
、
風
力
発
電
収
入

は
町
の
自
主
財
源
を
確
保
す
る

上
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
と
と

も
に
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
各
発
電
所
に

お
け
る
今
年
３
月
か
ら
11
月
ま

で
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
は
、

援
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

組
合
で
は
、
遠
隔
地
補
助
金
で

は
な
く
、
し
尿
収
集
利
用
者
の

自
己
負
担
で
あ
る
、
し
尿
収
集

手
数
料
を
値
上
げ
と
す
る
こ
と

で
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

組
合
の
構
成
町
村
で
検
討
し

た
結
果
か
ら
、
現
行
の
し
尿
収

集
手
数
料
10
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

68
円
を
、
全
道
の
平
均
で
あ
り

ま
す
78
円
に
改
定
す
る
こ
と

が
、
11
月
25
日
開
催
の
、
令
和

４
年
第
１
回
南
部
後
志
環
境
衛

生
組
合
議
会
臨
時
会
に
て
議
決

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
定
に
よ
り
基

本
料
金
で
あ
る
300
リ
ッ
ト
ル
ま

で
の
料
金
２
千
40
円
が
２
千
340

円
と
な
り
、
住
民
負
担
が
300
円

専
決
処
分
（
補
正
予
算)

条
例
の
改
正

条
例
の
制
定

意
見
案

議会だより“寿都湾”No.196　＜ 2＞　



◆
令
和
４
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
７
：
反
対
１
）

　

予
算
総
額
に
３
億
２
千
569
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

70
億
９
千
643
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
議
会
費
（
議
員
期
末
手
当
）

　
　
　
　
　
　

19
万
３
千
円
増

・
総
務
費
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
業
務
委
託
料
ほ
か
）

　
　
　
　

３
億
560
万
１
千
円
増

・
民
生
費
（
奨
学
資
金
繰
出
金

ほ
か
）　
　
　

232
万
５
千
円
増

・
衛
生
費
（
簡
水
会
計
、
下
水

道
会
計
繰
出
金
）

　
　
　
　
　
　

13
万
４
千
円
増

・
土
木
費
（
公
共
施
設
整
備
費
・

修
繕
料
ほ
か
）

　
　
　
　

１
千
585
万
６
千
円
増

・
消
防
費
（
寿
都
支
署
費
）

　
　
　
　
　
　

115
万
６
千
円
増

・
教
育
費
（
会
計
年
度
任
用
職

員
給
料
ほ
か
）

　

　
　
　
　
　

42
万
６
千
円
増

◆
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

予
算
総
額
に
４
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
４
億
５
千
504

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

●
収
益
的
支
出

・
新
設
２
基
の
風
力
発
電
施
設

に
係
る
一
般
管
理
費
ほ
か

　
　
　
　
　
　

559
万
３
千
円
増

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
会
計
年
度
任
用
職

員
期
末
勤
勉
手
当
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

４
万
２
千
円
増

◆
令
和
４
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

予
算
総
額
に
９
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
４
億
３
千
750

万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
地
域
支
援
事
業
費
（
職
員
期

末
勤
勉
手
当
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

９
万
５
千
円
増

◆
令
和
４
年
度
寿
都
町
簡
易
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

●
収
益
的
収
入
及
び
支
出

・
職
員
給
与
費　
　

５
万
円
増

◆
令
和
４
年
度
寿
都
町
公
共
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

●
収
益
的
収
入
及
び
支
出

・
職
員
給
与
費

　
　
　
　
　
　

８
万
４
千
円
増

●
資
本
的
支
出

・
建
設
改
良
費　
　

264
万
円
増

◆
令
和
４
年
度
寿
都
町
風
力
発

電
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）…
…
…
…
原
案
可
決

　第4回定例会での一般

質問では 3 名の方から 4

項目について質問があり

ました。

■
質　

問

　

寿
都
町
の
保
育
体
制
に
つ
い

て
、
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

こ
こ
２
年
ほ
ど
寿
都
で
は
、

出
生
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
子
育
て
世
代
の

核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の
増

加
に
よ
り
、
保
育
園
を
利
用
す

る
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
問
題
に
な
る
の

が
待
機
児
童
問
題
で
す
が
、
寿

都
町
で
は
待
機
児
童
数
が
ゼ
ロ

と
い
う
子
育
て
世
代
に
は
大
変

良
い
現
状
か
と
思
い
ま
す
。

　

保
育
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
今
年
に
入
っ
て
か
ら
通
園

バ
ス
の
車
内
放
置
に
よ
る
死
亡

事
故
や
保
育
士
に
よ
る
虐
待
な

ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
保
育
士
不

足
に
よ
る
業
務
過
多
や
そ
れ
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

寿
都
町
で
は
、
今
後
も
そ
の

よ
う
な
事
件
や
事
故
が
起
こ
ら

な
い
安
全
・
安
心
な
保
育
体
制

で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
２
点
ほ
ど
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
点
目
、
利
用
児
数
が
増
加

し
て
い
る
一
方
で
保
育
士
数
の

変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の

よ
う
な
工
夫
を
し
て
対
応
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
状
の

利
用
児
数
に
対
し
て
保
育
士
数

は
見
合
っ
て
い
る
の
か
。

　

２
点
目
、
今
後
の
保
育
士
の

確
保
の
た
め
に
何
か
対
策
を
と

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●
町　

長

　

𠮷
野
議
員
の
質
問
に
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

　

寿
都
町
の
保
育
体
制
に
つ
い

て
の
御
質
問
で
す
が
、
本
町
の

保
育
園
は
１
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
５
ク
ラ
ス
で
編
成
し
て

お
り
、
保
育
園
全
体
の
定
員
は

90
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

12
月
１
日
現
在
の
入
園
児
数

は
、
55
名
が
入
園
し
て
お
り
、

園
児
数
全
体
で
見
ま
す
と
年
々

減
少
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
２
年
ほ
ど
出
生

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
共

働
き
家
庭
の
増
に
よ
り
、
１
歳

児
ク
ラ
ス
の
利
用
が
増
え
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

１
点
目
の
御
質
問
の
保
育
の

工
夫
と
保
育
士
数
が
見
合
っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
で
す
が
、
入
園

児
数
に
よ
る
保
育
士
の
配
置
基

準
で
言
い
ま
す
と
、
寿
都
保
育
園

で
は
９
名
の
保
育
士
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
現
実
的
に
年
齢
の

低
い
園
児
の
保
育
は
、
配
置
基
準

で
は
実
態
に
そ
ぐ
わ
ず
、
園
児
の

安
全
面
確
保
等
に
万
全
を
期
す

こ
と
か
ら
も
、
会
計
年
度
任
用
職

員
を
含
め
11
名
に
よ
り
保
育
体

制
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

１
歳
児
ク
ラ
ス
に
年
度
途
中
の

入
園
希
望
者
が
多
く
な
り
、
ク

ラ
ス
の
定
員
を
超
え
る
状
態
に

な
る
こ
と
か
ら
、
年
度
後
半
に

あ
た
っ
て
２
歳
児
、
３
歳
児
の

二
つ
の
ク
ラ
ス
を
合
同
保
育
と

し
、
１
歳
児
ク
ラ
ス
を
二
つ
に

分
け
て
保
育
す
る
な
ど
の
工
夫

を
し
て
、
待
機
児
童
が
生
じ
な

い
よ
う
、
最
大
限
の
対
応
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
今
後
の
保
育
士
確

保
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
末
に

１
名
の
保
育
士
が
退
職
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
募
集

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
等

奨
学
資
金
貸
付
制
度
の
中
で
保

育
士
人
材
の
養
成
も
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
資
格
者
の
確
保
が

容
易
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
今

後
も
、
関
係
機
関
等
を
通
し
て

募
集
を
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
本
町
の
奨
学
資
金
制
度
を

活
用
し
て
い
な
い
方
に
も
奨
学

資
金
相
当
の
給
付
制
度
を
検
討

す
る
な
ど
、児
童
数
の
変
化
等
、

状
況
に
見
合
っ
た
人
材
の
確
保

等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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補
正
予
算



　
■
再
質
問

　

２
点
目
の
保
育
士
の
確
保
た

め
の
対
策
と
い
う
こ
と
で
寿
都

町
医
療
従
事
者
等
奨
学
資
金
で

す
ね
、
こ
の
奨
学
金
を
借
り
て

る
人
以
外
に
も
お
金
を
使
え
る

よ
う
に
す
る
と
、
今
、
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
そ

ち
ら
も
奨
学
金
同
様
無
利
子
で

行
う
よ
う
な
形
を
と
る
お
つ
も

り
で
す
か
。

　

後
、
も
う
１
点
で
す
ね
、
今
、

先
日
、
す
っ
つ
広
報
で
12
月
28
日

ま
で
に
保
育
士
募
集
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
、
現
状
で
応
募
さ

れ
て
い
る
方
は
い
ま
し
た
か
。

●
町　

長

　

２
点
目
の
関
係
、
奨
学
資
金

の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寿

都
出
身
、
寿
都
高
校
か
ら
看
護

師
だ
と
か
保
育
士
そ
の
方
々
に

は
、
奨
学
資
金
。
た
だ
、
そ
の

町
外
の
人
に
最
初
か
ら
っ
て
い

う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
採
用
す
る
際
に
町

外
の
方
で
保
育
士
、
新
人
さ
ん

で
ね
、
寿
都
に
入
る
場
合
に
看

護
師
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
も

寿
都
出
身
と
仮
定
し
て
返
済
に

つ
い
て
支
援
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
考
え
方
で
い
ま
す
の
で
、
飽

く
ま
で
も
町
外
者
が
寿
都
来
る

と
い
う
前
提
の
考
え
方
と
い
う

こ
と
で
、
町
外
の
方
に
最
初
か

ら
貸
付
を
す
る
と
い
う
考
え
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
御
理
解
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
現
時
点
で
募
集
か
け
て

お
り
ま
す
け
ど
も
、
現
在
、
ま
だ
、

応
募
が
な
い
と
い
う
状
況
で
取

り
急
ぎ
募
集
、
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
人
を
通
じ
て
で
す
ね
、
確
保

し
て
い
き
た
い
、
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

内
村
だ
け
で
、
こ
の
２
年
間
ほ

か
の
自
治
体
は
ど
こ
も
手
を
挙

げ
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
核
の
ご
み
を
持
っ
て
く
る

訳
で
は
な
い
」
と
町
長
は
繰
り

返
し
町
民
に
説
明
し
、「
私
を

信
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
も
言
わ

れ
ま
し
た
。
町
民
は
町
長
の
言

葉
を
信
じ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
賛
成
派
の
方
と
話
を
す
る

と
、「
調
査
で
お
金
を
も
ら
う

だ
け
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
町
長
選
の
時
に
行
わ
れ

た
出
口
調
査
で
最
終
処
分
場
の

誘
致
を
目
指
す
と
答
え
た
方
は

4.8
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
町
民
の

多
く
は
、
地
層
処
分
を
望
ん
で

は
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
行

け
ば
２
町
村
の
ど
ち
ら
か
で
決

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
聞
報
道
に
よ
り

ま
す
と
、
文
献
調
査
の
応
募
が

２
町
村
し
か
な
い
と
い
う
こ
と

に
対
し
て
町
長
は
「
議
論
を
呼

び
か
け
る
意
味
で
挙
げ
た
手
を

下
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
町
長
は
ど
の
よ
う
な

思
い
で
い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

　

次
に
住
民
投
票
に
つ
い
て
で

す
け
れ
ど
も
、
住
民
投
票
は
、

最
初
２
０
２
３
年
に
実
施
す
る

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
が
、

「
現
状
で
は
時
期
を
明
言
で
き

な
い
」
と
発
言
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

言
っ
た
言
葉
で
あ
り
、
原
子
力
政

策
に
理
解
が
あ
る
原
発
立
地
地
域

を
含
め
、
調
査
へ
の
協
力
を
一
層

呼
び
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
御

提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
住
民
投
票
に
つ
い

て
の
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
住

民
投
票
に
は
、
文
献
調
査
の
結

果
や
地
層
処
分
事
業
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
様
が
し
っ
か
り

理
解
し
判
断
で
き
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
ま
だ
そ
の
状
況

に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
１
点

目
で
も
お
答
え
し
た
と
お
り
、

国
民
的
議
論
に
進
展
が
見
え
、

勉
強
会
等
の
開
催
を
経
た
上

で
、
町
民
の
皆
様
の
意
思
を
伺

う
こ
と
が
で
き
る
状
況
が
整
っ

た
段
階
で
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
■
再
質
問

　

こ
の
２
町
村
以
外
、
全
国
的

に
や
っ
ぱ
り
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

持
つ
地
域
が
出
る
ま
で
は
、
現

在
の
状
況
で
ス
ト
ッ
プ
す
る
っ

て
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
ま
で
住
民
投
票
は
で

き
な
い
っ
て
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
ね
、
そ
こ
を
１

点
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
町
長
が
町
民
の
理

解
が
得
ら
れ
て
か
ら
と
い
う
の

は
、
も
う
前
か
ら
言
っ
て
お
ら

れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

　

町
民
の
中
に
は
住
民
投
票
が

行
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
方
が
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
に
行
わ
れ
る
の
か
、
町
長

の
説
明
を
求
め
ま
す
。

●
町　

長

　

幸
坂
議
員
の
質
問
に
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
文
献
調
査
へ
の
応
募

に
関
し
、
地
層
処
分
事
業
の
問

題
に
一
石
を
投
じ
、
国
民
的
な

議
論
に
つ
な
げ
、
解
決
を
先
送

り
に
す
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も

た
ち
以
降
の
世
代
に
こ
の
問
題

を
背
負
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と

の
想
い
か
ら
、
全
国
で
複
数
の

地
域
か
ら
文
献
調
査
に
手
が
挙

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
調
査
が

寿
都
町
と
神
恵
内
村
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
現
状
に
、
こ
の
ま

ま
で
は
問
題
の
解
決
が
先
送
り

に
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

文
献
調
査
の
開
始
か
ら
２
年

が
経
過
し
、
寿
都
町
と
神
恵
内
村

に
議
論
の
場
が
集
中
し
て
い
る
状

況
と
、
町
民
の
皆
様
の
心
情
を
考

慮
す
れ
ば
、
新
た
に
応
募
す
る
複

数
の
地
域
が
出
て
き
て
か
ら
、
地

層
処
分
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、「
議
論

を
呼
び
か
け
る
意
味
で
挙
げ
た
手

を
下
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」
と

表
現
し
ま
し
た
の
は
、
国
と
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
激
励
の
意
味
を
込
め
て

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
っ
て

い
う
の
が
、
ど
ん
な
状
態
に

な
っ
た
ら
町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
て
い
る
と
町
長
は
、
お
っ

し
ゃ
る
の
か
ね
、
そ
の
辺
も
何

か
具
体
的
に
よ
く
私
た
ち
に
は

分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
、
そ

こ
の
と
こ
ろ
を
も
っ
と
き
ち
ん

と
説
明
し
て
い
た
だ
け
た
ら
な

と
思
う
ん
で
す
。

　

住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
必

ず
行
わ
れ
る
っ
て
い
う
こ
と
で

そ
れ
は
い
い
ん
で
す
よ
ね
、
そ

れ
を
一
つ
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
と
、
今
、
原
発
が
こ
の

８
月
に
岸
田
首
相
が
唐
突
に
原

発
の
新
増
設
を
言
い
始
め
て
い

ま
す
。
今
ま
で
の
国
の
方
針
と

し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
発
の

依
存
度
を
低
減
す
る
と
い
う
ふ

う
に
言
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
と

か
い
ろ
い
ろ
な
国
際
情
勢
の
問

題
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
原
発
と
い
う
の
は
、
ご

み
処
理
の
問
題
が
一
番
大
変
で

日
本
で
は
ね
、
も
う
こ
れ
以
上

造
れ
な
い
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に

な
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
寿
都
町
と
神
恵
内

が
調
査
に
応
募
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
ま
だ
造
れ
る
と
い
う
そ

う
い
う
展
望
を
ね
、
開
い
て
き

た
の
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
と
い
う

ふ
う
に
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。
こ
の
２
年
間
で
町
長
が
手

■
質　

問

　

文
献
調
査
の
開
始
２
年
に

な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
で
す

が
、
調
査
は
２
町
村
し
か
出
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

町
長
が
「
肌
感
覚
で
賛
成
が

多
い
」
と
し
て
、
文
献
調
査
に

応
募
し
て
か
ら
２
年
が
経
ち
ま

し
た
。「
他
の
町
村
に
先
を
越

さ
れ
て
は
駄
目
、
一
番
で
な
け

れ
ば
意
味
は
な
い
」
と
、
町
民

と
の
対
話
も
そ
こ
そ
こ
に
東
京

へ
出
向
き
文
献
調
査
の
応
募
書

を
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
提
出
し
た
の
は

一
昨
年
10
月
９
日
で
し
た
。
し

か
し
、
後
に
続
い
た
の
は
神
恵
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を
挙
げ
た
こ
と
で
町
民
は
本
当

に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。
町
長

が
ね
、
手
を
下
げ
る
と
い
う
こ

と
な
ら
本
当
に
下
げ
て
ほ
し
い

と
思
う
と
い
う
の
が
町
民
の
願

い
で
す
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
も

お
伝
え
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
町　

長

　

全
国
的
に
関
心
が
持
っ
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
現
状
の
ま
ま
ス

ト
ッ
プ
す
る
ん
で
す
か
と
い
う
。

こ
れ
当
初
か
ら
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
私
は
、
先
ほ
ど
も
答
弁
し
た

よ
う
に
寿
都
、
神
恵
内
こ
の
２
か

所
だ
け
で
こ
の
問
題
っ
て
い
う
の

は
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
ほ
か
か
ら
手
が
挙
が
ら

な
け
れ
ば
、
や
は
り
町
民
の
皆
さ

ん
も
全
国
で
勉
強
が
始
ま
っ
た
っ

て
い
う
ん
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
特
別

視
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
気
軽
に
勉
強
で
き
る
雰
囲
気
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

が
し
っ
か
り
勉
強
な
っ
て
か
ら
理

解
を
し
た
中
で
。
こ
の
理
解
は
ど

こ
で
理
解
で
き
る
か
。
こ
れ
、
今
、

対
話
の
場
始
ま
っ
て
約
２
年
経
ち

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
対
話
の
場

の
役
割
っ
て
い
う
の
は
、
賛
成
、

反
対
抜
き
に
し
て
で
す
ね
、
視
察

に
も
行
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
文

化
セ
ン
タ
ー
で
も
学
び
ま
し
た
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
ど
の
時
点
で
あ
る

程
度
理
解
が
深
ま
っ
た
の
か
。
こ

の
後
、
対
話
の
場
で
皆
さ
ん
と
の

す
け
ど
も
、
全
国
的
に
や
は
り

こ
の
文
献
調
査
っ
て
い
う
も
の

に
対
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
む

地
域
が
あ
っ
て
初
め
て
私
は
勉

強
会
始
め
る
と
。
挙
が
ら
な

か
っ
た
ら
勉
強
会
が
始
ま
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
投
票

も
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今

ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
同
じ
。
た

だ
、
手
を
下
ろ
す
と
い
っ
て
も

■
質　

問

　

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
研

修
事
業
に
つ
い
て
質
問
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
の
夏
、
寿
都
高
校
生
10

名
と
福
島
の
高
校
生
10
名
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド

ネ
ッ
ト
の
「
未
来
に
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
塾
」
と
い
う
研
修
事

業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
３
点
お
聞
き
し

ま
す
。

　

１
点
目
、
参
加
の
経
緯
に
つ

い
て
説
明
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

２
点
目
、
参
加
に
掛
か
る
費

用
は
ど
こ
で
負
担
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

３
点
目
、「
未
来
に
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り
塾
」
事
業
報
告
会

を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
し
ま

議
論
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
け

ど
も
、
そ
う
し
た
前
提
の
対
話
の

場
の
勉
強
会
も
お
さ
ら
い
と
し

て
、
こ
う
い
う
勉
強
を
町
民
の
皆

さ
ん
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
公

平
な
勉
強
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
て
い
う
。
そ
う
い
う
学
び
の

場
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
是
非
学
ん

で
い
た
だ
き
た
い
な
と
私
も
基
本

的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
今
、
私
も
と
に

か
く
手
が
挙
が
ら
な
か
っ
た
ら

こ
の
問
題
っ
て
い
う
の
は
、
ま

だ
ま
だ
先
送
り
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
エ
ネ
庁
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の

方
に
も
相
当
強
く
、
国
が
お
願

い
し
て
ね
、
手
を
挙
げ
る
と
い

う
お
願
い
を
し
て
協
力
を
し
て

も
ら
う
よ
う
に
、
こ
う
い
う
文

献
調
査
の
勉
強
会
が
全
国
に
広

が
れ
ば
い
い
な
っ
て
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
■
再
々
質
問

　

町
長
に
お
聞
き
し
た
い
の
は
、

住
民
投
票
に
関
し
て
は
ね
、
今
、

新
た
な
地
域
が
出
な
け
れ
ば
、

も
う
手
を
下
げ
る
と
ま
で
言
っ

て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
住
民
投

票
も
手
下
げ
る
ん
な
ら
し
な
く

て
い
い
訳
で
、
そ
の
点
新
た
な

地
域
が
出
る
ま
で
は
、
し
な
い

の
か
ど
う
か
。
そ
こ
ら
辺
を
一

つ
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
●
町　

長

　

何
度
も
同
じ
答
え
に
な
り
ま

あ
く
ま
で
も
こ
こ
は
も
う
や
め

る
っ
て
い
う
よ
り
も
こ
れ
は
あ

る
程
度
中
断
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
か
ら
。
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
私
は
先
ほ
ど
国
、
Ｎ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
に
対
し
て
激
励
の
言
葉

で
、
今
、
相
当
強
く
申
立
て
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
御
理

解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
。
寿
都
の
核
ご
み
、
福
島

の
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
と
い

う
難
し
い
問
題
に
ど
の
高
校
生

も
正
面
か
ら
取
り
組
み
発
言
し

て
い
て
大
変
立
派
で
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
核

ご
み
の
地
層
処
分
が
未
来
の
世

代
に
責
任
あ
る
処
理
の
仕
方
な

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
視
点
が
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
い

人
た
ち
に
は
、推
進
の
立
場
と
、

反
対
の
立
場
、
両
方
の
話
を
聞

く
場
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
是

非
、
町
で
そ
の
場
を
設
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
●
町　

長

　

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
研

修
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
に
示
さ
れ
た
「
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
に
取
り
組

む
た
め
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
か
ら
の
復
興
が
進
む
福
島

県
の
高
校
生
と
地
層
処
分
事
業
の

文
献
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
寿
都

町
の
高
校
生
が
、
身
近
な
環
境
問

題
で
あ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
事
業
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
に
関
す
る
普
遍
的
か
つ

世
界
的
な
問
題
に
対
し
、
交
流
し

な
が
ら
課
題
に
向
き
合
い
、
ふ
る

さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
地

球
と
自
分
自
身
の
未
来
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、「
未
来

に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
塾
」
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー

ド
ネ
ッ
ト
が
主
催
し
、
寿
都
高
校

に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
も
の
で
あ

り
、
研
修
に
は
両
地
域
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
10
名
ず
つ
、
合
わ
せ
て
20
名

の
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
６
月
の
事
前
研
修
か

ら
始
ま
り
、
８
月
に
福
島
県
と
寿

都
町
で
本
研
修
、
９
月
に
は
青
森

県
六
ケ
所
村
を
視
察
し
、
10
月
に

事
後
研
修
と
報
告
会
が
開
催
さ

れ
、
こ
の
報
告
会
の
様
子
は
、
保

護
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

み
が
視
聴
で
き
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
が
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
研
修
に
係
る

経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
が

経
済
産
業
省
の
補
助
金
に
よ
り
全

額
を
負
担
し
、
本
町
で
は
研
修
の

移
動
に
伴
う
町
有
バ
ス
を
手
配
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

事
業
推
進
と
慎
重
の
立
場
双

方
の
話
を
聞
く
機
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
先
ほ
ど
の
答
弁
の
繰
り
返

し
に
な
り
ま
す
が
、
文
献
調
査
に

対
し
、
全
国
の
複
数
の
地
域
が
関

心
を
示
し
、
本
町
に
お
い
て
も
勉

強
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
か
ら

開
催
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
御
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
■
再
質
問

　

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
で
す
ね
、
本
当
に
福

島
で
い
ろ
ん
な
活
動
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
中
で
も
こ
う
見
て
思
い
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
今
回
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
見
た
範
囲
で
私
は

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
高
校
生
の
発
言
の
中

で
「
三
つ
の
な
い
」
っ
て
い
う

こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
。
ま
ず
、
一
つ
は
他
人
事
に

し
な
い
。
二
つ
目
は
特
別
視
し

な
い
。
三
つ
目
は
先
送
り
し
な

い
で
す
。
こ
の
三
つ
と
い
う
の

は
、も
う
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
い
つ
も
、

町
長
も
言
っ
て
ま
す
け
ど
、
経

産
省
、
国
が
言
っ
て
い
る
こ
と

な
ん
で
す
よ
ね
。
自
分
事
と
し

て
も
う
今
す
ぐ
処
分
し
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
と
、
自
分
た
ち

が
使
っ
た
電
気
で
出
た
ご
み
な

ん
だ
か
ら
処
分
し
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
。
そ
し
て
特
別
視
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
ご
み
は
何
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を
し
て
も
ご
み
が
出
る
と
。
発

電
、
太
陽
光
で
も
そ
れ
か
ら
風

力
発
電
で
も
ご
み
は
出
る
よ
っ

て
そ
う
い
う
こ
と
で
核
の
ご
み

を
特
別
視
し
な
い
っ
て
い
う
、

そ
う
い
う
言
い
方
な
ん
で
す

ね
。
そ
れ
が
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
対
話

の
場
に
出
て
い
た
と
き
に
Ｎ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
に

注
文
が
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
な

の
か
な
、
勉
強
す
る
た
め
に
配

り
た
い
っ
て
い
う
そ
う
い
う
の

が
参
加
者
に
渡
さ
れ
て
、
私
は

こ
れ
は
核
の
ご
み
も
ね
、
同
列

視
し
て
い
る
表
現
な
の
で
こ
う

い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
使
っ
て
ほ

し
く
な
い
っ
て
い
う
発
言
は
し

ま
し
た
け
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
核
の
ご
み
も
ほ
か
の
ご
み

と
一
緒
に
な
っ
て
る
っ
て
い
う

こ
れ
は
、
私
は
と
て
も
問
題
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。
核
の
ご
み

と
い
う
の
は
異
質
の
ご
み
な
の

で
大
変
な
訳
で
す
。
そ
こ
ら
辺

が
ね
、
ご
く
一
般
の
ご
み
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
先
送
り
し

な
い
っ
て
い
う
こ
と
が
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
町
長
も
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
け
ど
、
自
分
た
ち
が

使
っ
た
電
気
の
ご
み
だ
か
ら
、

も
う
未
来
の
世
代
に
負
担
を
掛

け
て
は
い
け
な
い
ん
だ
と
い
う

ん
で
す
け
ど
。
こ
の
地
層
処
分

が
未
来
に
対
し
て
負
担
を
掛
け

な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
、
私
た

ち
も
反
対
は
し
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
そ
れ
が
本
当
に
そ
う
な
の

偏
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
勉

強
に
は
し
た
く
な
い
と
あ
く
ま

で
も
公
平
な
中
で
ね
、
子
ど
も

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
の

か
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
学
ん
で

い
た
だ
い
て
今
回
の
報
告
会
に

繋
が
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
私
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

私
も
発
表
会
、
報
告
会
の
中
で

は
、
肌
感
覚
に
皆
さ
ん
に
丁
寧

に
説
明
し
な
い
中
で
皆
さ
ん
が

理
解
を
得
な
い
中
で
文
献
調
査

に
応
募
し
た
と
い
う
こ
と
に
対

し
て
、
逆
に
子
ど
も
た
ち
か
ら

一
石
を
投
じ
ら
れ
て
ま
す
。
私

自
身
も
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
指
摘
も
受
け
て
お

り
ま
す
。
国
に
対
し
て
も
し
っ

か
り
子
ど
も
た
ち
か
ら
最
後
に

で
す
ね
、
国
の
今
ま
で
の
先
送

り
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
反

省
に
つ
い
て
も
子
ど
も
た
ち
か

ら
述
べ
ら
れ
お
り
ま
す
の
で
、

私
は
、
今
回
の
こ
の
研
修
と
い

う
の
は
決
し
て
偏
っ
た
学
び
の

場
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
逆
に

我
々
大
人
に
相
当
厳
し
い
指
摘

を
受
け
ら
れ
た
。
そ
う
い
う
評

価
し
た
研
修
会
だ
っ
た
と
い
う

ふ
う
に
理
解
し
て
お
り
ま
す

し
、
評
価
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
こ
の

問
題
と
い
う
の
は
、
何
と
か
し

な
き
ゃ
な
ら
な
い
問
題
、
こ
の

ま
ま
棚
上
げ
し
て
よ
い
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
先
ほ
ど
こ

の
核
の
問
題
は
別
だ
っ
て
言
わ

か
と
い
う
こ
と
を
ね
、
も
う
少

し
ち
ゃ
ん
と
突
き
詰
め
て
い
た

だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
で
行
わ
れ
て
い
た
安
全

教
育
が
、
今
ま
た
福
島
で
も
六
ヶ

所
村
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う
状
況
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
対
話
の
場
で

も
、私
も
発
言
し
た
ん
で
す
け
ど
、

福
島
の
事
故
の
と
き
に
で
す
ね
、

「
原
子
力
明
る
い
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
い
う
そ
の
小
学
生
の
と

き
に
標
語
の
募
集
が
あ
っ
た
と

き
に
最
優
秀
賞
で
選
ば
れ
た
小

学
校
６
年
生
の
男
性
…
…

（
議
長
‥
要
旨
、
要
点
を
簡
潔

に
申
し
述
べ
て
く
だ
さ
い
。）

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

偏
ら
な
い
教
育
を
や
っ
ぱ
り
子

ど
も
た
ち
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
、経
産
省
の
言
っ

て
い
る
そ
の
視
点
だ
け
で
は
な

く
っ
て
、
や
は
り
日
本
学
術
会

議
の
提
言
な
ん
か
も
あ
る
訳
で

す
か
ら
、
そ
う
い
う
提
言
な
ん

か
も
し
っ
か
り
生
徒
に
伝
え

て
、
そ
れ
で
判
断
さ
せ
て
ほ
し

い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ね
、
町

長
に
是
非
こ
れ
か
ら
の
進
め
方

と
し
て
ね
、
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
●
町　

長

　

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
理
事
長
の
方
も

言
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

れ
ま
し
た
け
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
視
線
か
ら
す
る
と
ニ
ン

ビ
ー
（nimby

＝not 
i
n 

my 

backyard

）
問
題
、
今
、
管
内

で
も
い
ろ
ん
な
ニ
ン
ビ
ー
問

題
、
こ
の
地
域
に
は
い
ら
な
い

云
々
と
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
決
し
て
そ
の
よ
う

な
他
人
事
先
ほ
ど「
三
な
い
」っ

て
話
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

し
っ
か
り
そ
こ
は
、
我
々
大
人

と
し
て
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
は

反
省
し
な
が
ら
で
す
ね
、
こ
の

問
題
っ
て
い
う
の
は
解
決
に
向

け
て
寿
都
町
も
一
石
を
投
じ
た

私
も
責
任
が
あ
り
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
公
平
な
こ
れ
か
ら
も

運
用
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
■
再
々
質
問

　

ち
ょ
っ
と
誤
解
さ
れ
て
る
面

も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
先
ほ
ど
ニ
ン
ビ
ー
の
こ
と

が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
迷
惑

施
設
は
自
分
の
と
こ
に
は
い
ら

な
い
と
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
持
っ

て
っ
て
く
れ
と
い
う
の
が
ニ
ン

ビ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私

た
ち
が
言
っ
て
い
る
の
は
そ
う

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

寿
都
に
は
い
ら
な
い
け
ど
ほ
か

に
持
っ
て
行
く
ん
だ
っ
た
ら
い

い
よ
っ
て
い
う
。
結
構
賛
成
派

の
人
と
話
し
て
る
と
、
い
や
本

当
に
く
る
ん
だ
っ
た
ら
俺
反
対

だ
よ
っ
て
ほ
か
の
と
こ
に
行
く

ん
だ
っ
た
ら
い
い
ん
だ
け
ど
と

い
う
言
い
方
を
す
る
賛
成
の
方

の
多
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私

は
そ
う
は
言
い
ま
せ
ん
。
日
本

中
ど
こ
で
も
危
な
い
っ
て
い
う

こ
と
で
す
、
地
層
処
分
は
ね
。

だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
発
言

し
て
る
の
で
あ
っ
て
、
寿
都
に

来
る
か
ら
反
対
と
か
、
よ
そ
に

行
け
ば
そ
れ
で
い
い
よ
っ
て
い

う
、
そ
う
い
う
問
題
で
は
な

い
っ
て
い
う
。
日
本
学
術
会
議

の
提
言
も
そ
う
い
う
提
言
を
し

て
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
そ
の

辺
誤
解
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
町　

長

　

こ
の
ニ
ン
ビ
ー
の
問
題
と
い

う
の
は
、
こ
の
問
題
は
違
う
、

あ
の
問
題
は
違
う
っ
て
い
っ
た

ら
い
ろ
ん
な
水
掛
け
論
に
な
っ

ち
ゃ
う
ん
で
、
こ
の
問
題
も
含

め
て
い
ろ
ん
な
悩
ま
し
い
問
題

に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
、
や

は
り
私
は
、
全
国
的
に
議
論
す

る
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
っ
て

い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
の
部
分
あ
の
部
分
っ

て
い
う
考
え
方
は
、
私
は
な
る

べ
く
は
、
と
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
考

え
方
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
最
終

的
に
は
、
100
対
ゼ
ロ
な
ん
て
い

う
こ
と
は
、
絶
対
こ
れ
あ
り
得

る
話
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
、ど
ん
な
問
題
に
対
し
て
も
。

そ
こ
で
し
っ
か
り
皆
さ
ん
は
自

分
の
判
断
で
こ
れ
は
前
に
進
め

る
の
か
、
一
旦
立
ち
止
ま
る
べ

き
か
と
い
う
の
は
、
学
び
の
場

か
ら
そ
の
住
民
投
票
に
い
っ
て

最
終
的
に
は
判
断
し
た
い
と
考

え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

■
質　

問

　

そ
れ
で
は
、
私
は
、
移
住
、

定
住
促
進
に
つ
い
て
質
問
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
む
中
、
本
町
も
年
に
50
人
か

ら
60
人
が
減
少
し
、
10
年
で
600

人
余
り
が
減
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
２
千
700
名
余
り
で
す

が
、
さ
ら
に
10
年
後
に
は
２
千

人
を
割
る
と
い
う
予
想
も
さ
れ

る
中
、
私
た
ち
の
生
活
イ
ン
フ

ラ
や
教
育
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

将
来
に
わ
た
り
維
持
し
、
改
善

し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
と

い
っ
て
も
財
源
で
す
。
そ
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
が
必
要
で
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す
。
多
く
の
町
村
が
同
様
の
問

題
を
抱
え
る
中
で
、
特
色
あ
る

住
み
よ
い
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
通
じ
て
移
住
者
、
転
入
者

を
増
や
し
、
ま
た
、
定
住
促
進

す
な
わ
ち
転
出
者
を
減
ら
す
こ

と
に
挑
戦
し
成
果
を
出
し
て
い

る
自
治
体
も
出
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
対
策
は
、
今
ま
で
い

ろ
い
ろ
と
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
中
々
成
果
が
出
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
私
は
、

移
住
者
、
定
住
者
に
は
今
ま
で

以
上
の
助
成
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
危
機

的
と
な
っ
て
き
た
今
、
他
町
村

よ
り
魅
力
あ
る
施
策
が
必
要
と

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
に

２
点
質
問
い
た
し
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
本
町
で
行
っ
て

き
た
施
策
の
５
年
間
ほ
ど
の
成

果
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

も
う
１
点
は
、
先
ほ
ど
述
べ

ま
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
の
手

厚
い
助
成
な
ど
行
う
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

　
●
町　

長

　

木
村
眞
男
議
員
の
質
問
に
お

答
え
い
た
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
問

題
は
、
我
が
町
を
は
じ
め
、
日

本
各
地
が
抱
え
る
大
き
な
問
題

で
あ
り
、
現
在
の
社
会
構
造
で

は
避
け
る
こ
と
が
困
難
と
思
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
減
少
に

向
か
う
と
い
う
現
実
を
直
視
し
、

豊
か
で
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
社

会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
、
自
律

的
で
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
創
生
が
必
要
と
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
人
口
増
減
は
、
人
口

移
動
に
よ
る
社
会
増
減
と
、
出

生
・
死
亡
に
よ
る
自
然
増
減
の

二
つ
の
要
素
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
日
本
全
体
が
出
生
率
の
低

下
と
高
齢
化
率
の
上
昇
に
よ

り
、
出
生
数
が
継
続
的
に
死
亡

者
数
を
下
回
る
と
い
う
構
造
的

な
も
の
に
起
因
す
る
ほ
か
、
過

疎
地
域
に
お
い
て
は
都
市
部
へ

の
人
口
流
出
も
加
わ
り
、
大
幅

な
減
少
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
こ
れ
ま
で
地
域
経

済
を
支
え
る
産
業
振
興
、
雇
用

の
確
保
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
、

教
育
、
更
に
は
、
労
働
環
境
の

改
善
や
住
環
境
整
備
な
ど
、
寿

都
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
各
分

野
に
お
い
て
横
断
的
に
連
携
さ

せ
た
施
策
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

御
質
問
の
施
策
の
成
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
特
に
産
業
振
興

に
お
い
て
は
、
漁
業
就
業
者
研

修
支
援
事
業
に
よ
る
地
場
産
業

へ
の
就
業
支
援
を
は
じ
め
、
労

働
者
育
成
支
援
事
業
、
ふ
る
さ

と
就
職
促
進
奨
励
交
付
金
事
業

な
ど
、
雇
用
促
進
対
策
に
一
定

の
効
果
が
見
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
第
一
次
産
業
従
事
者
の
た

め
の
定
住
促
進
住
宅
や
高
齢
者

専
用
住
宅
、
子
育
て
支
援
住
宅

を
は
じ
め
と
し
た
住
環
境
整

備
、
医
療
や
介
護
、
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
に
よ
り
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

未
だ
終
息
の
目
途
が
立
た
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
緊
迫
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な

ど
、
世
界
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
中
、
国
内
で
も
そ
の
影

響
は
地
域
経
済
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
て
お
り
、
本
町
で
も
経
済
の

低
迷
に
よ
る
町
税
の
減
少
や
公
共

施
設
の
維
持
補
修
費
が
増
大
し
、

今
後
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
る
中
、
新
た
な
助
成
制
度
の

構
築
は
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
現
状
の
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
、
基
幹
産
業
の
振
興
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
と
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
、
社
会
基
盤
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
重
点
に
人
材
の
町
外
流

出
を
抑
え
な
が
ら
、
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
か
し
、
地
域
産
業
に

お
け
る
新
た
な
後
継
者
づ
く
り
や

人
材
・
企
業
を
呼
び
込
ん
で
い
く

こ
と
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
再
質
問

　

中
々
難
し
い
問
題
だ
な
ぁ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
つ
例
を

申
し
ま
す
と
町
長
も
知
っ
て
い

る
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
先

日
、
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
て
南
幌

町
が
ち
ょ
っ
と
取
り
扱
わ
れ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
南
幌

町
で
は
、
23
年
ぶ
り
に
人
口
が

増
え
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

要
因
と
し
て
は
、
移
住
、
定
住

対
策
の
充
実
と
子
育
て
対
策
を

マ
ッ
チ
し
た
施
策
が
人
口
増
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

札
幌
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と

位
置
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

魅
力
あ
る
施
策
が
功
を
奏
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
全
世

帯
の
子
ど
も
一
人
に
毎
年
お
米

10
キ
ロ
の
支
援
米
の
配
付
や
子

育
て
夫
婦
で
40
歳
未
満
の
夫
婦

に
は
、
住
宅
を
建
て
る
と
き
に

最
大
200
万
の
補
助
。
ま
た
、
土

地
を
同
時
に
買
う
と
き
は
、
50

パ
ー
セ
ン
ト
の
割
引
な
ど
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
補
助
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
結
果
と
な
っ
て

出
て
お
り
ま
す
。

　

中
々
簡
単
に
で
き
る
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
か
ら

は
、
私
の
私
見
と
し
て
で
す
が

移
住
、
定
住
者
に
は
、
一
人
２
、

30
万
ぐ
ら
い
の
引
越
補
助
や
、

ま
た
こ
っ
ち
に
来
た
場
合
は
、

住
宅
賃
料
の
補
助
制
度
な
ど
と

に
か
く
人
口
減
の
中
、移
住
者
、

定
住
者
が
一
人
で
も
増
え
る
よ

う
な
施
策
を
よ
ろ
し
く
作
っ
て

ほ
し
い
な
ぁ
と
い
う
要
望
で
あ

り
ま
す
。

　

●
町　

長

　

南
幌
だ
と
か
、
旭
川
周
辺
だ

と
か
ね
、
大
都
市
周
辺
の
町
村

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な
、
今
、

木
村
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

な
特
典
、
人
口
が
減
ら
な
い
だ

と
か
若
干
人
口
が
増
え
て
い

る
っ
て
い
う
事
例
は
、
私
も
耳

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
て
、
こ
こ
は
、
そ
う
い
う
面

か
ら
す
る
と
非
常
に
不
利
な
立

地
条
件
の
中
で
、
こ
こ
を
ど
う

持
っ
て
い
く
か
と
い
う
の
が
一

番
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

て
。
確
か
に
移
住
者
、
ま
た
、

住
宅
も
、
今
、
い
ろ
い
ろ
寿
都

町
で
は
、
補
助
金
等
も
施
策
は

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
元
々
こ

こ
に
い
る
人
が
、
今
、
住
宅
の

関
係
利
用
し
て
移
住
者
が
利
用

し
て
い
る
っ
て
方
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
や

は
り
、
こ
こ
に
仕
事
の
場
が
な

か
っ
た
ら
中
々
繋
が
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
ま
ず
、
こ
こ
に

仕
事
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
大

前
提
進
め
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら

ん
。
そ
こ
に
、
今
、
集
中
し
て

私
も
い
ろ
い
ろ
な
企
業
に
お
話

を
し
な
が
ら
、
と
に
か
く
こ
こ

に
新
た
な
仕
事
を
作
ろ
う
い
う

こ
と
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
の
も
含
め
て
、
今
、
木
村
眞

男
議
員
の
い
ろ
い
ろ
な
御
要
望

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
い
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
は

10
月
24
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
１
日
と
定
め
、
補
正
予
算
１

件
を
審
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

《
補
正
予
算
》

◆
令
和
４
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

予
算
総
額
に
６
千
964
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
67
億
６

千
774
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
物
価
高
騰
対
策
支

援
券
換
金
等
業
務
委
託
料
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

２
千
640
万
円
増

・
民
生
費
（
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
）

　
　
　
　

３
千
824
万
４
千
円
増

・
土
木
費
（
公
有
財
産
購
入
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　

500
万
円
増
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